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★山域・山名＝早川・焼山 2400m 《登山道整備》 

★山行日＝2019 年 7 月 7 日（日） 

★天候＝曇り、ガス、一時霧雨 

★山行者＝広川、加藤、大竹、比護、吉田、池亀、他 47 名 

 

▼10 日前くらいに「加藤さん参加」と聞いて

“心強いわぁ…”と安心するも、前日はカフェ

イン摂り過ぎと不安で一睡もできず。当日は 5

時に湯川内キャンプ場に集合。たくさん集まり、

53 名の参加。 

▼上りは体力維持のため、あえて会話は効くの

み。大曲までは歩きやすく、ただ距離が長いっ

てくらい。なんたってここからが大変 (-_-;)。

雪道と夏道の繰り返し。いったいどれくらい歩

くの？っと。雪道の最初の一歩、慎重に・・・。

人のふり見て・・・って。スプーンカットにし

っかりと足を置いてゆっくりと・・・。4 時間

かけて泊岩へ（大きな洞窟で、十数年前に前を

囲って小屋にしたそうです）。加藤さんは「高

校生の時にまだ洞窟だったこの場所で泊まっ

たことがある」と話していました。 

▼2 時間くらいかけて歩くと登山道が岩だらけ

に変化、さらに小雨も強くなる。あのでっかい

岩が〝竜尾岩〟と名前が付いているんだって。

ここからが本気の勝負❣。早々の下山者いわく

「ここから 3 つのピークを登っての山頂です

よ！」と聞いて、「えぇぇ～(>_<)」「そんなぁ～

(*_*)」。「あと 1 時間くらいですかね～」だっ

て。まだまだだったのか～～（涙）。 

▼火口の渕にザックをデポし、挑戦❣❣。ロー

プが何本もあり、三点確保でそのおっかない岩

場をゆっくりと進む。足下の石を落さないよう

にそ～～っと。今まで一番おっかなかった岩場

でした。 

▼1 時間くらいかけてやっと山頂にきましたぁ

～。同行者と歓喜の握手。山友に感謝いたしま

す。展望は残念でしたが、達成感でイッパイ❣ 

▼下りはさらにおっかなく、十分慎重にゆっく

りです。この日、ヘルメットを持参しましたが、

かぶる余裕がなく、ヘルメットは活躍できませ

んでした。火口の縁で昼食休憩。 

▼なが～～～い登山道。地獄谷、大谷という深

い谷を越えますが、その後は景色に変化なく単

調。ひたすら歩いて歩いて———。もぉースト

ックほん投げたいほど。まだかいな～～～？。

焼山さん、カッコいいけど、やっぱり私にはと

ぉーい存在ですぞ。 

▼下山後、登山道整備のお礼とし

てビール 2 本、お茶、おつまみ＋

温泉入浴券いただきましたぁ～。

4 日後にはお礼のハガキも届き

ました。うれしい気持ちでいっぱ

い❢。でも、しばらくはとぉ～～

くから憧れの焼山さんを眺める

だけにしますっ❣ 

《報告 by 池亀》

山行記 
 

焼山山頂にて ガスで真っ白でした❣ 
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